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くらしと統計／「貯蓄なし」世帯２割超　
　金融広報中央委員会（事務局・日銀）の２００７年「家計の
金融行動に関する世論調査」によると、「貯金を保有して

いない」と回答した２人以上世帯は20・６％、単身世帯では
29・９％に上りました。
　貯蓄なしの２人以上世帯はここ数年、２割台で推移し、「貧

困化」の進行を裏付けています。年収が低い世帯ほど無貯
蓄の割合が高く、年収３００万円未満層では33・７％と、３世
帯に１世帯が貯蓄なし、です。「連合通信・特信版」

国土交通省に要請する全国トラック部会の代表

「
妥
結
内
容
の
確
認
」
求
め
他
社
に
申
し
入
れ

賃
上
げ
・
時
短
で
希
望
の
も
て
る
業
界
に

大
阪
運
輸
関
連
集
交
、平
均
2
4
5
9
円
で
決
着

建交労３・５中央行動
　

全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
３
月
５
日
の
建
交
労
中
央
行
動
に
「
賃
上
げ
・

労
働
時
間
短
縮
で
、
つ
く
ろ
う
希
望
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
か
か
げ
、
結
集
。
青
森
か
ら
福
岡
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
部
会
関
係
支
部
分

会
の
代
表
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

70

期
解
決
に
む
け
「
交
渉
テ

ー
ブ
ル
」
を
設
置
す
る
こ

と
）
と
、
ダ
ン
プ
の
「
軽
油

価
格
高
騰
分
の
単
価
値

上
げ
」
請
願
書
を
国
交
省

に
提
出
し
ま
し
た
。

会
の
国
会
議
員
へ
、
法
案

の
審
議
に
あ
た
っ
て
、

「
事
業
者
や
業
界
団
体
と

関
係
す
る
労
働
組
合
が
、

軽
油
引
取
税
暫
定
税
率

増
税
分（
7
・
8
円
/
㍑
）

撤
廃
・
延
長
反
対
を
切
望

し
て
い
る
こ
と
を
十
分

考
慮
さ
れ
る
よ
う
」
要
請

し
ま
し
た
。
長
島
和
眞
関

西
支
部
委
員
長
、
芦
崎
光

夫
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会

副
部
会
長
、
中
村
旨
晶
大

阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
副
部

業
振
興
助
成
交
付
金
が

制
度
本
来
の
目
的
か
ら

は
ず
れ
て
き
て
い
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

国
交
省
は
、　

年
度

08

に
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
る
高
速
料
金
引
き
下

げ
の
検
討
に
あ
た
っ

て
、
建
交
労
の
指
摘

「（
道
路
局
の
施
策
が
）

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長

時
間
労
働
を
政
策
誘
導

す
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
」
を
考
慮
す
る
姿
勢

を
見
せ
ま
し
た
。
交
付

金
制
度
に
つ
い
て
は
、

「
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、

（
交
付
金
の
）
透
明
性

を
高
め
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
収
支
の
情

報
公
開
を
行
う
な
ど
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

指
導
し
て
い
く
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

会
長
ら
４
人
が
山
下
芳

生
参
院
議
員
（
日
本
共
産

党
）
と
直
接
面
会
す
る
こ

と
が
で
き
、
ト
ラ
ッ
ク
労

間
割
引
制
度
が
ト
ラ
ッ

ク
労
働
者
の
深
夜
長
時

間
労
働
を
ひ
き
お
こ
し

て
い
る
こ
と
、
②
運
輸
事

軽
油
暫
定
税
率
増
税
分

 

撤
廃
で
議
員
要
請

　

国
会
前
座
り
込
み
、
厚

生
労
働
省
・
総
務
省
と
の

統
一
交
渉
、
国
会
議
員
要

請
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
行
動
。

　

議
員
要
請
で
は
、
地
方

税
法
改
定
案
が
付
託
さ
れ

て
い
る
参
議
院
総
務
委
員

「
指
摘
を
ふ
ま
え
対
処
」
―
国
交
省

　

大
阪
で
は
運
輸
関

連
集
団
交
渉
（
９
社
参

加
）
が　

日
の
団
交
で

18

昨
年
実
績
を
上
回
る

賃
上
げ
回
答
（
集
交
平

均
2
4
5
9
円
）
を
引

き
出
し
、
妥
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
こ
の
間
の

ト
ラ
ッ
ク
大
運
動
の

政
策
闘
争
―
軽
油
高

騰
へ
の
実
効
性
あ
る

側
が
評
価
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

同
集
団
交
渉
グ
ル

ー
プ
は
、
こ
の
成
果
と

到
達
点
を
こ
れ
か
ら

正
念
場
を
迎
え
る
個

別
交
渉
に
広
げ
る
た

め
、
翌　

日
に
集
交
未

19

対
策
の
実
施
、公
正
取

引
実
現
を
め
ざ
す
と

り
く
み
が
一
連
の
行

政
当
局
の
施
策（
全
国

　

労
働
局
・
運
輸
局
に

46よ
る
荷
主
団
体
へ
の

協
力
要
請
、
国
交
・
経

産
両
大
臣
に
よ
る「
原

油
価
格
高
騰
下
に
お

け
る
緊
急
協
力
要

請
」、
国
交
省
の
「
下

請
・
荷
主
適
正
取
引
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
「
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
緊

急
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な

ど
）
に
反
映
さ
れ
、
運

賃
交
渉
を
正
当
に
行

え
る
根
拠
を
つ
く
っ

て
き
た
こ
と
を
、
経
営

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
運
輸

局
・
労
働
局
に
よ
る
「
道

路
貨
物
運
送
業
に
お
け

る
労
働
条
件
の
改
善
等

の
た
め
の
協
力
要
請
」

を
周
知
徹
底
す
る
こ

と
、
②
国
交
省
「
安
全

運
行
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
荷

主
と
元
請
け
事
業
者
、

下
請
事
業
者
が
協
同
で

安
全
運
行
を
推
進
す
る

よ
う
、
石
油
元
売
り
各

社
を
指
導
す
る
こ
と
な

ど
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
石
油
連
盟
か
ら「
運

賃
の
指
導
は
で
き
な
い

が
、
法
令
遵
守
す
る
よ

う
各
社
に
指
導
し
て
い

る
」。
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

一
極
集
中
配
車
に
つ
い

て
「
経
産
省
か
ら
も
指

摘
を
受
け
た
。
安
全
輸

送
を
推
進
す
る
よ
う
指

導
す
る
こ
と
は
で
き
る

し
、
す
で
に
話
を
し
て

い
る
」「
要
請
書
は
各
社

に
送
付
し
周
知
さ
せ

る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

全
国
酸
素
部
会
（
米

田
順
一
部
会
長
）
の
代

表
は
、
厚
労
省
・
高
齢

者
雇
用
対
策
課
へ
、
群

馬
・
エ
キ
ソ
ー
支
部
桜

井
康
雄
委
員
長
の
低
賃

金
で
の
嘱
託
再
雇
用
、

差
別
処
遇
問
題
で
適
切

な
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

　

全
国
石
油
関
連
委
員
会

（
山
内
肇
会
長
）
の
代
表

な
ど
６
人
が
、
石
油
連
盟

に
「
石
油
の
安
全
輸
送
と

公
正
な
運
送
取
引
確
保
」

で
要
請
。
会
員
・
会
友
会

社
に
対
し
て
、
①
日
本
経

団
連
の
「
安
全
輸
送
に
関

す
る
荷
主
と
し
て
の
行
動

指
針
」、
国
交
省
「
安
全
運

行
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

「
要
請
を
各
社
に
周
知
」

―
石
油
連
盟

厚生労働省前集会で決意表明する和渕
信春全国トラック部会部会長（中央）

山下芳生参院議員（左端）に軽油引取税暫定税

率増税分撤廃での尽力を要請する建交労の代表

　

全
国
か
ら
3
3
0
人

が
結
集
し
た
厚
生
労
働

省
前
で
の
行
動
で
は
、
和

渕
信
春
部
会
長
が
「
ト
ラ

ッ
ク
業
界
は
異
常
な
ま

で
の
長
時
間
労
働
、
低
賃

金
に
な
っ
て
い
る
。
春
闘

で
改
善
し
、
安
心
・
安
全

な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
む

け
全
力
を
上
げ
奮
闘
す

る
」
と
決
意
を
表
明
。「
労

働
時
間
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
請
願
書
」
約
2

5
0
0
人
分
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

交
運
共
闘
主
催
の
国

土
交
通
省
前
行
動
で
は
、

佐
藤
陵
一
議
長
（
建
交
労

中
央
執
行
委
員
長
）
が
約

1
6
0
0
人
を
前
に
主

催
者
あ
い
さ
つ
。
神
田
支

部
中
島
均
書
記
長
ら
が

「
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税

率
は
撤
廃
を
」
の
幕
（
東

京
都
本
部
作
成
）
を
か
か

げ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

交
運
共
闘
の
請
願
書
（
Ｊ

Ｒ
採
用
差
別
事
件
の
早

働
の
実
態
と
経
営
難
を

説
明
。
議
員
の
尽
力
を
お

願
い
し
て
ガ
ッ
チ
リ
握

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

国
交
省
へ
の
申
し
入

れ
に
は
ダ
ン
プ
部
会
の

仲
間
も
合
流
し
、
約　

人
20

が
参
加
し
ま
し
た
。
ト
ラ

ッ
ク
部
会
の
代
表
は
、
①

現
行
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
深
夜
・
夜

時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
通

告
を
背
景
に　

社
で

12

前
年
実
績
を
上
回
る

賃
上
げ
回
答
（
1
社
で
前

年
同
額
）
を
引
き
出
し
、

決
着
を
見
ま
し
た
。

　

制
度
要
求
で
は
、
カ
ン

ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

中
央
通
運
、
豊
島
運
送
、

教
宣
文
化
社
、
ワ
カ
バ
運

輸
、
東
新
自
動
車
整
備
、

堀
切
運
輸
の
７
社
で
最

賃
底
上
げ
を
獲
得
。
日
生

流
通
な
ど
２
社
で
看
護
・

介
護
休
暇
の
前
進
、
堀
切

運
輸
な
ど
４
社
で
退
職

金
上
積
み
を
実
現
し
ま

し
た
。

　

首
都
圏
運
輸
関
連
集

団
交
渉
（　

社
参
加
）

13

は
、
３
月　

日
、
東
京

17

都
内
で
３
回
目
と
な

る
統
一
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
翌　

日
の　

18

24

参
加
の
運
輸
関
係
企

業　

社
に
対
し
、
回
答

19
促
進
（
有
額
・
上
積
み
）

の
申
し
入
れ
行
動
を

実
施
。
ど
こ
で
も
「
運

賃
交
渉
し
や
す
い
環

境
が
で
き
た
」
と
の
反

応
が
あ
り
ま
し
た
。

首
都
圏
運
輸
集
交
、　

社
で
前
年
突
破

12

７
社
で
最
賃
底
上
げ
・
４
社
で
退
職
金
上
積
み

大阪運輸関連集団交渉の様子（3月14日）

東西の集団
交渉で前進


